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※概要（Summary）： 

バッテリーレス超五感センサの開発を目標として、

触覚センサ用の多軸応力検知素子（特許出願済）を試

作した。通常の MEMS ではなく、チップ上のゴムや

ウレタンの変形を検知する構造になっているため、検

知できる応力のダイナミックレンジが大きいことが

特長である。試作の結果、39µm×39µm の寸法の素

子の場合、人間の応力検知限界である 20kPa 以下の 3

軸応力を検知することが可能であることが分かった。

本提案素子に加え、温度センサ、湿気センサを多数空

間配置することにより、皮膚感覚に相当する機能のデ

バイスが実現可能である。 

 
※実験（Experimental）： 

 チップ試作には、東京大学がナノテクプラットフォ

ームにて提供する集積化 MEMS 用フェニテック社

1P2M-CMOS0.6µm テクノロジを利用し、試作チップ

を東京大学拠点のステルスダイシング装置により、実

験に適した大きさに切り分けたものを受け取った。設

計のための CAD ソフトウエアは、東京大学 VDEC よ

りライセンス提供されている、Cadence 社 IC6.1.4, 

Synopsys 社 HSPICE, Mentor Graphics 社 Calibre 

を使用した。  

 
※結果と考察（Results and Discussion）： 
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本試作により、人間の応

力検知限界以下まで測定

可能であることが分かっ

た。皮膚のようにセンサ

機能が空間分布した感覚

に相当する情報を得るた

めには、多数の無線センサを空間配置する必要がある。

そのためには、データ通信の無線化と、バッテリーレス

化が必要となる。 

 
※その他・特記事項（Others）： 

・今後の課題 

本試作では、センサを無線化するための回路を組み込

んでいないため、今後は、データ通信の無線化とバッテ

リーレス化を実現するための試作実験を行う。 
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